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（４）サロン事業を拠り所としたセルフヘルプ・グループ形成 
東京都内のサロン事業は 2016 年春現在、9 つの区市で 14 の事業がある。このうち避難
住民により組織化が行われたのは足立区の「新田ふるさと会」と江東区の「東雲（しのの
め）の会」である。それぞれ参与観察およびヒアリング・インタビューの対象とした。 
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